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「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

「
地
方
創
成
の
推
進
」

　
明
治
安
田
生
命
は
、
「
グ

ル
ー
プ
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
方
針
」
制
定
を
踏
ま
え
、

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、
国

内
グ
ル
ー
プ
会
社
各
社
も
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
に

お
け
る
「
優
先
課
題
（
マ
テ

リ
ア
リ
テ
ィ
）
」
を
設
定
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
明
治
安
田

生
命
の
「
特
に
注
力
す
る
優

先
課
題
（
健
康
寿
命
の
延

伸
、
地
方
創
生
の
推
進
）
」

と
「
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が

必
要
な
優
先
課
題
（
環
境
保

全
・
気
候
変
動
へ
の
対

応
）
」
に
つ
い
て
は
、
明
治

安
田
生
命
グ
ル
ー
プ
共
通
の

優
先
課
題
と
設
定
。
親
会
社

と
グ
ル
ー
プ
会
社
も
含
め
て

優
先
課
題
の
体
系
を
揃
え
て

い
る
の
が
明
治
安
田
生
命
グ

ル
ー
プ
の
特
徴
だ
。

　「
特
に
注
力
す
る
優
先
課

題
（
健
康
寿
命
の
延
伸
、
地

方
創
生
の
推
進
）
」
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
。

　
明
治
安
田
生
命
は
、
２
０

３
０
年
に
目
指
す
姿
を

「
『
ひ
と
に
健
康
を
、
ま
ち

に
元
気
を
。
』
最
も
身
近
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
生
保
へ
」
と

定
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
「
地

方
創
生
の
推
進
」
は
そ
れ
ぞ

れ
全
社
横
断
の
取
り
組
み
で

あ
る
「
み
ん
な
の
健
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
「
地
元
の
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
２

「
大
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を

通
じ
、
推
進
し
て
い
る
。

　「
み
ん
な
の
健
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
「
健
康

を
、
い
っ
し
ょ
に
育
て
よ

う
。
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

顧
客
や
各
地
域
住
民
の
健
康

増
進
を
「
商
品
」
「
サ
ー
ビ

ス
」
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
三

つ
の
分
野
で
サ
ポ
ー
ト
。

「
商
品
」
で
は
、
健
康
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
て
顧
客
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
「
ベ
ス
ト
ス
タ
イ

ル
健
康
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
」
等
の
健
康
増
進
型
保
険

を
提
供
、
「
サ
ー
ビ
ス
」
で

は
「
Ｍ
Ｙ
健
活
レ
ポ
ー
ト
」

を
通
じ
た
健
康
に
関
す
る
情

報
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
、

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
自
治

体
や
地
域
ア
フ
ィ
ニ
テ
ィ
と

連
携
の
上
、
地
域
に
住
む
人

々
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等

を
行
っ
て
い
る
。

　「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
「
つ
な
が

り
、
ふ
れ
あ
い
、
さ
さ
え
あ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地

域
で
創
出
す
る
三
つ
の
社
会

的
価
値
を
「
地
域
の
み
な
さ

ま
の
健
康
保
持
・
増
進
」

「
地
元
へ
の
愛
着
と
暮
ら
し

や
す
さ
の
向
上
」
「
地
域
を

支
え
る
企
業
・
団
体
の
持
続

的
な
成
長
」
と
定
め
、
取
り

組
み
を
推
進
。
「
地
域
の
み

な
さ
ま
の
健
康
保
持
・
増

進
」
で
は
、
地
域
で
の
健
康

増
進
イ
ベ
ン
ト
や
献
血
の
啓

発
活
動
の
推
進
、
「
地
元
へ

の
愛
着
と
暮
ら
し
や
す
さ
の

向
上
」
で
は
、
生
活
課
題
に

役
立
つ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
案

内
や
金
融
・
保
険
教
育
、
若

手
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
、

「
地
域
を
支
え
る
企
業
・
団

体
の
持
続
的
な
成
長
」
で

は
、
企
業
等
の
健
康
経
営
の

サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
意
欲
的

に
働
け
る
職
場
づ
く
り
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
取
り
組
み

　
明
治
安
田
生
命
の
国
内
グ

ル
ー
プ
会
社
に
は
、
①
明
治

安
田
損
保
②
明
治
安
田
保
険

サ
ー
ビ
ス
③
明
治
安
田
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
④
明
治

安
田
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⑤

明
治
安
田
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
⑥
明
治
安
田
シ
ス
テ

ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
⑦
明
治

安
田
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
⑧
明
治
安
田
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ス
⑨
明
治
安
田
商
事
⑩
明

治
安
田
収
納
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
⑪
明
治
安
田
総
合
研
究

所
⑫
サ
ン
ビ
ナ
ス
立
川
―
等

が
あ
る
（
い
ず
れ
も
株
式
会

社
）
。
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、

個
社
ご
と
に
事
業
内
容
に
あ

わ
せ
た
独
自
の
優
先
課
題
を

設
定
し
、
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
て
公
表
す
る
な

ど
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ

て
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経

営
を
推
進
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
明
治
安
田
損
保

の
優
先
課
題
は
、
「
多
様
な

保
険
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
「
健
康
・
保
険
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
」
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
」
。
明
治
安

田
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
優

先
課
題
は
、
「
Ｐ
Ｍ
態
勢
強

化
・
受
託
推
進
お
よ
び
業
務

品
質
の
い
っ
そ
う
の
向
上
」

「
人
財
育
成
と
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
」
「
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
」
「
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
高
度
化
」
だ
。

　
推
進
方
法
と
し
て
は
、
各

社
に
お
い
て
、
各
優
先
課
題

に
お
け
る
取
組
内
容
を
あ
ら

か
じ
め
設
定
の
上
、
年
２
回

（
上
・
下
期
）
、
経
営
会
議

や
取
締
役
会
等
を
通
じ
て
取

組
状
況
を
振
り
返
る
な
ど
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
運
営
を
行
っ
て
い

る
。

「
明
治
安
田
ビ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
取
組
み

　
グ
ル
ー
プ
会
社
の
具
体
的

な
事
例
と
し
て
明
治
安
田
ビ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｙ
Ｂ

Ｍ
）
の
取
り
組
み
を
聞
い

た
。

　
同
社
で
は
、
「
安
全
・
安

心
・
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
環
境

を
、
い
つ
ま
で
も
」
と
い
う

経
営
理
念
の
も
と
、
国
連
が

掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
企
業
行

動
に
つ
な
げ
、
「
お
客
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
企

業
と
な
る
こ
と
」
を
目
指
し

て
お
り
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
社
会
実
現
に
向
け
た
各
種

取
り
組
み
を
複
数
推
進
し
て

い
る
。

　
１
番
目
の
特
徴
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
」
で
、
会
社
経
営

の
軸
足
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
移
し

た
こ
と
を
社
内
外
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
た
め
に
22
年
６
月
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
公
表
し

た
。
ま
た
、
個
々
の
社
員
に

お
い
て
も
、
社
内
で
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ス
ピ
ー
チ
」
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
自
分
ご
と
化
宣
言
」
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
社

員
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
社

外
の
専
門
家
に
よ
る
研
修
を

複
数
回
受
講
す
る
等
に
よ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
認

識
が
深
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
結
果
、
従
業
員
意
識
調

査
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
理
解

度
」
で
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

の
役
職
員
か
ら
肯
定
的
な
回

答
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
れ

を
社
員
の
自
発
的
な
小
集
団

活
動
と
し
て
展
開
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
に
向
け
た
こ
ど
も
食
堂
へ

の
寄
付
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
２
番
目
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
以
降
は
、
「
テ
ナ

ン
ト
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
啓
発
活

動
推
進
」
に
も
注
力
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
テ
ナ
ン

ト
へ
の
チ
ラ
シ
配
付
等
を
実

施
。
そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
表
示
等
に

よ
り
、
節
電
・
節
水
・
分
別

廃
棄
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
呼

び
掛
け
等
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。

　
３
番
目
の
、
Ｍ
Ｙ
Ｂ
Ｍ
の

「
本
業
で
あ
る
プ
ロ
パ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
通
じ

た
貢
献
活
動
」
と
し
て
は
、

「
環
境
認
証
の
取
得
」
「
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
」

「
健
康
増
進
・
地
域
貢
献
」

な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る
。

「
環
境
認
証
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ

Ｅ
―
不
動
産
）
」
は
、
建
物

に
お
け
る
環
境
性
能
評
価

（
耐
震
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
の
状
況
、
屋
内
環
境
、
生

物
多
様
性
な
ど
）
を
不
動
産

評
価
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
、
昨
年
度
は
明

治
安
田
生
命
ビ
ル
（
明
治
生

命
館
含
む
）
、
明
治
安
田
生

命
大
阪
梅
田
ビ
ル
に
つ
い
て

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
―
不
動
産

（
Ｓ
ラ
ン
ク
）
」
を
取
得
し

た
。
「
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
に
向
け
た
諸
取
組
み
」

と
し
て
は
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

（
明
治
安
田
生
命
）
と
連
携

し
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

・
空
調
の
高
効
率
化
工
事
等

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
工
法
等

に
つ
い
て
取
引
先
と
の
研
究

を
進
め
、
そ
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
健

康
増
進
・
地
域
貢
献
へ
の
取

り
組
み
」
に
も
注
力
し
、
全

国
の
各
セ
ン
タ
ー
で
は
管
理

受
託
物
件
の
建
物
等
を
活
用

し
、
「
学
び
と
交
流
を
深
め

る
」
活
動
と
し
て
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
開
催
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関
連
情
報
の
発
信
や
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

防
災
訓
練
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
の
会
場
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
ビ
ル
管
理
会
社
の
社

会
的
責
務
と
し
て
、
ビ
ル
テ

ナ
ン
ト
関
係
者
お
よ
び
地
域

社
会
の
安
全
確
保
に
資
す
る

た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
機
器
設
置
お

よ
び
・
救
命
講
習
へ
の
参
加

等
も
推
進
し
て
い
る
。

今
後
の
計
画
や
展
望

　
明
治
安
田
生
命
は
、
「
長

期
に
安
定
し
た
経
営
を
め
ざ

す
相
互
会
社
の
理
念
」
や

「
お
客
さ
ま
の
生
涯
に
わ
た

っ
て
寄
り
添
う
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
」
等
、
長
期
の
時
間

軸
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ

は
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

へ
の
貢
献
と
軸
を
一
に
す
る

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
社
会
を
基
盤
と

し
て
活
動
す
る
企
業
と
し
て

の
責
任
を
果
た
し
、
「
お
客

さ
ま
」
「
地
域
社
会
」
「
働

く
仲
間
」
を
は
じ
め
と
す
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共

通
価
値
を
創
造
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
価
値
を
「
未
来
世

代
」
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
通

じ
て
、
会
社
の
持
続
的
な
成

長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に

お
い
て
も
、
策
定
し
た
「
グ

ル
ー
プ
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
方
針
」
の
も
と
、
明
治
安

田
生
命
グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ

ー
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の

充
実
化
を
図
っ
て
い
く
方
針

だ
。最

新
の
ト
ピ
ッ
ク

　
明
治
安
田
生
命
は
、
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
に
お

け
る
「
優
先
課
題
」
の
一
つ

に
「
金
融
包
摂
（
金
融
ア
ク

セ
ス
の
確
保
等
）
」
を
設
定

し
、
取
り
組
み
を
「
お
客
さ

ま
の
お
手
続
き
不
便
を
解
消

し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
安
心
し
て
契
約

の
締
結
・
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組

み
」
と
位
置
付
け
た
上
で
、

「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
保
険

ア
ク
セ
ス
」
と
し
て
推
進
し

て
い
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
23
年

１
月
に
、
話
し
手
側
の
電
話

機
に
設
置
す
る
こ
と
で
「
聴

こ
え
」
に
悩
む
人
と
の
ス
ム

ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
「
明
治
安
田

発
案
の
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
チ
」

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
約
１
０
０
台
設

置
。
「
聴
こ
え
」
に
悩
む
顧

客
に
い
っ
そ
う
寄
り
添
っ
た

電
話
応
対
を
実
践
し
て
い

る
。
ま
た
、
「
聴
こ
え
」
に

悩
む
人
の
社
会
的
孤
立
と
い

う
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献

す
る
た
め
、
23
年
４
月
以

降
、
同
社
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
全
国
の
地
方
自

治
体
に
、
「
サ
ウ
ン
ド
ア
ー

チ
」
の
寄
贈
を
順
次
進
め
て

い
る
。

グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
進
む

社
内
外
へ
の

認
識
浸
透
へ
Ｍ
Ｙ
Ｂ
Ｍ
が「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」

明治安田生命

ビ
ル
テ
ナ
ン
ト
へ
の
啓
発
活
動
に
も
注
力

　
明
治
安
田
生
命
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
同
社
（
個
社
）
で
は
、
「
特
に
注
力
す
る
優
先
課
題
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ

ィ
）
」
と
し
て
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
地
方
創
生
の
推
進
」
の
二
つ
を
、

「
さ
ら
な
る
取
組
み
が
必
要
な
優
先
課
題
」
と
し
て
「
環
境
保
全
・
気
候
変
動
へ
の

対
応
」
を
設
定
し
て
い
る
が
、
国
内
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
を
共
通
の

優
先
課
題
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
全
社
が
各
社
ご
と
の
優
先
課
題
（
マ
テ

リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
策
定
・
公
表
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
同

社
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
特
徴
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
会
社
（
１

社
）
の
具
体
的
な
事
例
、
最
新
の
取
り
組
み
な
ど
を
取
材
し
た
。

明
治
安
田
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言

ＭＹＢＭでの救命講習の様子


